
研究科・学部合同教授会議事録 

日 時： 平成２８年１０月２７日（木） 午後１時４０分～午後２時４０分 

場 所： Ｆ棟６０８会議室 

出 席： ６１名 （欠席 ２７名 ） 

教 授 会 議 事 概 要 

○ ９月８日（木）開催の研究科・学部合同教授会議事録（案）については、事前に送付し、期限までに意

見等がなかった旨、報告があり、協議の結果、了承された。 

【報告事項】  

＜研究科（学部）長＞・・・・・・・・・・・・・・ ６件 

１．（９/２０）（１０/１７）豊中地区部局長会議 

２．（９/２１）（１０/１９）教育研究評議会 

３．（９/２１）（１０/１９）部局長会議 

４．（９/２６）（１０/２０）企画調整会議 

５．（１０/１１）理学研究科長候補者選挙管理委員会 

６．（１０/１８）専攻長・学科長合同会議 

＜各種委員会＞ 

〔理学研究科・理学部〕・・・・・・・・・・・・・７件 

１．（９/６）（１０/１１）大学院入試委員会（芝井教授） 

２．（９/６）（１０/１１）大学院教育教務委員会（芝井教授） 

３．（９/９）ブロック安全衛生管理委員会（石川教授） 

４．（９/１６）国際交流委員会（久野教授） 

５．（９/２０）基礎理学プロジェクト研究センター運営委員会（豊田教授） 

６．（９/２０）大学院教育プログラム実施委員会（佐藤教授） 

７．（９/２９）学部教育教務委員会（今野教授） 

〔全学委員会等〕・・・・・・・・・・・・・・・ ５件 

１．（７/１３）（１０/１２）学生生活委員会（佐藤教授） 

２．（８/２６）（９/２３）豊中地区事業場安全衛生委員会 

３．（９/１４）遺伝子組換え実験安全委員会（松野教授） 

４．（９/２７）国際交流委員会（久野教授） 

５．（９/３０）学術研究機構会議（中澤教授） 

＜その他＞ 

１． 平成２９年度大学入試センター試験の実施について 

研究科長から、報告資料１に基づき、報告があった。 

２．平成２８年度（１０月入学）学部学生の入学者数について 

研究科長から、理学部に５名の入学があった旨、報告があった。

３．平成２８年度（１０月入学）大学院学生の入学者数について 

研究科長から、博士前期課程に１４名、博士後期課程に１６名の入学があった旨、報告があった。

４．平成２８年度消防訓練について

研究科長から、１０月５日及び７日に実施した旨、報告があった。 

  ５．広報誌「STOP！研究費不正！」第１４号について

     研究科長から、報告資料２に基づき、報告があった。

  ６．教授内選考の終了について（宇宙地球科学専攻宇宙惑星進化学講座）

     芝井教授（近藤宇宙地球科学専攻長代理）から、教授内選考の終了について、報告があった。

  ７．その他

①電気料金について

中嶋副研究科長から、報告資料３に基づき、報告があった。

     ②第１２６回国立大学法人１０大学理学部長会議及び第３４回国立大学法人理学部長会議について



      研究科長から、１０月６日に第１２６回国立大学法人１０大学理学部長会議、１０月７日に

第３４回国立大学法人理学部長会議が開催された旨の報告があった。

     ③自然共生高分子セミナーの開催について

     佐藤副研究科長から、報告資料４に基づき、報告があった。

     ④第１回大阪大学豊中地区研究交流会の開催について

      豊田副研究科長から、報告資料５に基づき、報告があった。

【協議事項】 

１．教員の異動について 

研究科長から、協議資料１に基づき説明後、協議の結果、承認された。

２．外国人研究員の採用について

研究科長から、協議資料２に基づき説明後、中澤構造熱科学研究センター長から補足説明があ

り、協議の結果、承認された。 

３．平成２８年度招へい教員等の受入れについて 

    研究科長から、協議資料３に基づき説明後、協議の結果、承認された。 

４．大阪大学大学院理学研究科放射線科学実験室放射線障害予防規程の一部改正について 

    研究科長から、協議資料４に基づき説明後、協議の結果、承認された。 

５．部局間学術交流協定の期間更新について（アルファラビ・カザフ国立大学） 

岸本教授から、協議資料５に基づき説明後、協議の結果、承認された。 

６．部局間学術交流協定の締結について（清華大学） 

豊田副研究科長から、協議資料６に基づき説明後、協議の結果、承認された。 

７．ドレスデン工科大学とのErasumus＋プログラムに関する協定の締結について 

    久保教授から、協議資料７に基づき説明後、協議の結果、承認された。 

８．その他 

次回教授会は、１１月２４日（木）午後１時３０分から開催することとなった。


